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特 別 会 計 決 算 概 要

区分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険事業 49億2,620万円 47億8,177万円 1億4,443万円

後期高齢者医療事業 12億301万円 11億7,374万円 2,927万円

介護保険事業 36億5,827万円 34億2,869万円 2億2,958万円

区分 収入額 支出額 差引額

下水道事業
収益的 13億6,598万円 13億5,136万円 1,462万円

資本的 13億4,465万円 18億2,034万円 ▲4億7,569万円

※資本的収支の不足分は、留保資金などで補てんしています。

　特別会計は、税金を中心とした収入により行政サービスを行う一般会計とは異なり、国民健康保険
のようにそれぞれの保険料などで運営しています。下水道事業については、公営企業会計を採用して
います。

5日間にわたる決算審査

令和４年度一般会計・
　特別会計歳入歳出決算を認定

※金額と構成比（％）は、表示単位未満を四捨五入しています。

一 般 会 計　 決 算 概 要

歳　出
188億
9,188万円

議会費(1.1%)
2億666万円

衛生費(13.0%)
24億5,652万円

※金額と構成比（％）は、表示単位未満を四捨五入しています。

民生費(34.3%)
64億8,301万円

総務費(19.2%)
36億2,546万円

土木費(11.4%)
21億5,217万円

商工費(1.0%)1億9,428万円

教育費(9.7%)
18億4,047万円

労働費(0.2%)2,924万円

農林水産業費(0.6%)
1億596万円

公債費(5.7%)
10億8,286万円

消防費(3.8%)
7億1,527万円
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決算特別委員会
関口　光男　委員長
（公明党）

審査意見書全文 本会議の映像

一 般 会 計　 決 算 概 要

　令和４年度の予算は、寒川町総合計画2040第
一次実施計画で取り組むべき事業を着実に推進さ
せると同時に、ウィズコロナ・ポストコロナを見
据えたうえで、真に必要な取り組みを重点的に推
進するという目標を掲げ、様々な事業が計画され
た編成でありました。
　そのような中、下水道事業特別会計を除く寒川
町一般会計及び、３特別会計の決算総額は、歳入
で、３０７億２,９８１万１,３５７円、歳出では
２８２億７,６０８万７,４５５円となり、翌年度
へ繰り越すべき財源を控除した実質収支額は、
２３億５,０４４万２,６３５円の黒字決算となり
ました。
　コロナ禍といった特殊な状況下ではありました
が、総体的に見ても、令和４年度は健全財政が保
たれており、本決算は適正なものと判断します。

　今後も町では、義務的経費増加や本格的に事業
開始された田端西地区のまちづくり、及び公共施
設の再編といった大規模事業を控えているため、
選択と集中の観点で、さらに工夫・改善に努め、
町民の皆様からの負託に応えるべく、持続可能な
魅力あるまちづくりを進めることで「住んでいて
よかった」と言われるよう、効率的かつ効果的な
行財政運営が進められることを期待するものであ
ります。
　なお、審査の過程において、各委員からの指摘
や意見等については十分勘案し、今後の予算編
成、執行にあたられるよう要望し、審査意見と致
します。

≪審査意見書より抜粋≫

自
主

財

源

依
存

財

源

歳　入
209億
4,233万円

県支出金(6.2%)
12億8,995万円

地方消費税交付金(5.6%)
11億6,583万円

町債(4.4%)
9億2,570万円 その他(2.0%)

4億3,775万円

町税(45.1%)
94億4,461万円

国庫支出金(15.4%)
32億1,234万円

諸収入(3.6%)
7億5,535万円 繰越金(10.8%)

22億5,677万円
繰入金(4.7%)
9億7,747万円

その他(2.2%)
4億7,657万円

決算特別委員会特集　令和 4 年度決算〜私たちはここに注目しました〜
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寒川総合体育館の設備充実を

障がい者支援制度の課題と
今後の取り組みは

予備費の執行について
町の見解は　　

将来を見据えた
行財政運営を

Q　スポーツを観戦・応援する場である寒川総合体育館において、
より高度なゲームを誘致するために、電光掲示板を広域で連携し共
同で購入・使用することについて、町の見解は。
A　付属設備を広域連携により共同で購入・使用することは、利用
者の利便性から有用であると認識しています。自治体の財産に関す
る規定を踏まえ、どのような協力体制をとることができるか、今後
研究します。

Q　予備費の執行に関し、次年度
の予算編成に向けどのように改善
していくのか。
A　行政内部の取り決めである、
内規に基づく条件での執行を心掛
けています。必要な予備費の措置
については、法令根拠に基づき、
適時適切な判断の下、与えられた
執行権の範囲の中で総合的に判断
し、対応します。

栁田　遊　委員

（フォーラム寒川）

Q　障がい児支援である早期療育についての考えと、環境整備は。
また障がい児の生活を支える親たちの高齢化を受け、親なき後の
支援の取り組みは。
A　障がいや発達の状況に応じた支援を、身近な地域で早期の段
階から受けられるよう支援することが重要と認識しており、ライ
フステージごとに早期療育へ適切につなげる支援を心掛けていま
す。また親なき後を見据え、地域全体で障がい者の生活を支える
ため、地域生活支援拠点充実事業などに取り組んでいます。

Q　中長期的な目線での財政硬
直化への懸念、令和4年度決算
の効果と成果、行政評価などを
考慮し、今後どのように行財政
運営を行うのか。
A　歳入では引き続き堅調な町
税収入が期待できるものの、歳
出では未来に向けたまちづくり
の推進をはじめ、今後も増加傾
向が続くと予想しています。限
られた予算を有効活用し、持続
可能な魅力あるまちづくりを進
められるよう、引き続き効率的
で効果的な行財政運営に努めま
す。

山上  秀樹  副委員長（大志会）
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決算特別委員会特集　〜各委員総括質疑〜決算特別委員会特集　〜各委員総括質疑〜

副業人材制度への挑戦を テクノロジーの進化
町の向き合い方は

平和推進事業の今後の取り組みは

利用者に寄り添った福祉支援を

Q　少子化の影響で、今後若手職員の
採用において厳しい時代を迎える。専
門的分野では副業人材制度を活用する
など、さまざまな人材活用制度に挑戦
していく必要があると考えるが、町の
見解は。
A　人口減少を背景とした安定的な人
材確保は大きな課題であり、特に専門
的な人材は、通常の採用では確保が難
しい状況となっています。今後におい
ては、社会情勢や町の現状を踏まえつ
つ、町のさまざまな課題の優先順位に
鑑みながら、副業人材をはじめとした
柔軟な雇用形態や活用手法について、
引き続き研究します。

Q　自動運転レベル4や生成AI
をはじめとした、日々進化する
テクノロジーに対して、町はど
のように対応していくのか。
A　町としても、システムやテ
クノロジーの進展が早いという
ことは認識しており、現在も、
生成AIについて無償トライアル
などを活用した検証・検討を進
めています。導入の検討段階に
おいて、利活用の方針やデータ
の取扱い・セキュリティの確認、
導入契約書の作成など、しっか
りとした準備を行い、正式に導
入が決定された際には、遅れな
く着手できるよう努めます。

Q　平和推進事業では、他自治体の事例を参考にすることなども必要と考
えるが、今後は行政と町民による平和推進をどのように行うのか。
A　これまで年１回だった平和パネル展を年２回実施します。また、広島、
長崎に原爆投下された日に合わせ、防災行政無線による平和に対する意識
啓発などを引き続き行います。今後も、核兵器廃絶平和都市宣言をしてい
る町として、他の自治体の事例などを参考に、平和事業を推進します。

横手　旭  委員

（さむかわ自民党）

山田　政博　委員（日本共産党）

Q　福祉タクシー利用助成制度について、交付枚数や一度に利用でき
る枚数を増やすなど、物価高騰の中で利用者に寄り添った支援をすべ
きと考えるが、町の見解は。
A　福祉タクシー利用助成制度は、障がい者などの社会参加および生
活圏の拡大を促進することを目的に、タクシー運賃の一部を助成する
もので、経済的援助のみを目的とした制度ではありません。そのため
町では現状の助成内容が妥当と考えていますが、利用実績を踏まえつ
つ、利用者アンケートの実施や近隣自治体の状況把握に努めます。
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二次元コードから本会議の
映像をご覧いただけます。

▼決算特別委員会　委員別賛否結果

○：賛成　●：反対　（関口委員長は、表決に加わりません。）

会　計　区　分
委　員　名

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 下水道
委 員 長　　関　口　光　男　（公　　明　　党） ― ― ― ― ―

副委員長　　山　上　秀　樹　（大　　志　　会） ○ ○ ○ ○ ○

委　　員　　山　田　政　博　（日 本 共 産 党） ● ● ● ● ●

委　　員　　栁　田　　　遊　（フォーラム寒川） ○ ○ ○ ○ ○

委　　員　　横　手　　　旭　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○

賛  成

町の将来像の実現に
向けた取り組みを評価

　本町の財政状況は、地方公共団
体の財政の健全化に関する法律に
基づいた各種指標に鑑みても非常
に健全であると判断します。
　事業等に対する成果・効果等に
ついての説明では、さまざまな取り
組みが進められていました。新型コ
ロナウイルス感染症に対しても、町
民生活と地域経済の維持・確保が
図られるなど、町の将来像「つなが
る力で新化するまち」の実現に向け
た取り組みが着実に実施されたも
のと評価します。
　今後は、プロスポーツにも対応可
能な施設・設備の充実、障がい者福
祉施策の支援制度の充実、産業活
性化に向けた企業等の創業支援、
ヤングケアラーを社会全体で支え
る仕組みづくり、教職員の多忙化解
消も考えた部活動の地域移行の検
討などが必要と考えます。
　町民が「この町に住んでいてよか
った」「今後も住み続けたい」と思
ってもらえるよう、さらなる取り組
みを期待し、一般会計歳入歳出決
算および他の４特別会計決算に賛
成します。

大志会反  対

さらなる町民の福祉向上、
暮らしの負担軽減を

　一般会計歳入歳出決算では、収
支は黒字となり、財政調整基金の
残高も増えています。
　コロナ禍から物価高騰の大変な
時にもっと町民の福祉の向上、暮ら
しの負担軽減に使えたのではない
でしょうか。
　平和推進事業は、他の自治体を参
考に戦争を知らない未来を担う子供
たちのためにも活発に行うべきです。
　福祉タクシー利用助成は、利用率
を引き上げるため、使い方の改善や
交付枚数の増など利用者に寄り添
った支援が必要です。
　住宅リフォーム等建築工事推進
助成金は増額することで経済循環
効果につながるのではないかと思
います。
　少人数学級を拡充することは、ゆ
とりある教育で子どもたちのために
も有効と考えます。
　以上のことから、一般会計歳入
歳出決算について反対とします。
　なお、他の４特別会計決算につい
ても保険料の改善などさらなる負担
軽減と国や県からの交付金の増額
を求めるべきとして反対とします。

日本共産党賛  成

次年度予算編成に繋げる
改善を評価

　行政効果や経済効果を測定し、
住民の代表として行政効果を評価
することで、客観的判断に基づく行
政評価が可能となり、今後の改善や
反省事項の把握と活用に繋がり、そ
れらが次年度以降の予算編成や財
政運営に生かされ、町の財政運営
の一層の健全化と適正化に役立つ
ことを決算認定制度の意義と捉
え、適法適切な予算執行であるの
かを着眼点として決算審査に当た
りました。
　結果、さまざまな予算の執行があ
った中で、予算効果や行政評価がさ
れ、次年度予算編成に繋げる改善
を評価します。
　令和４年度決算では、計画性・弾
力性・積極性の３つの視点から、財
政運営の適否を総合的に判断し、令
和６年度の予算編成において、財政
健全化に向け、町の行財政運営が地
方自治法第２条第14項の規定に基
づき、住民の福祉の増進に努めると
ともに、最小の経費で最大の効果を
上げるよう予算編成されることを期
待し、一般会計歳入歳出決算および
他の４特別会計決算に賛成します。

フォーラム寒川

決算特別委員会特集　〜討論・委員別賛否〜

令和4年度決算を

討論
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財
政
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担
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に
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債
務
を
負
担
す
る
行
為
の
内
容
を
予
算
と
し
て
定
め
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お
く
こ
と
。

７
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・
９
月
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議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
22
件

陳
情
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件今号では

この中から
５つを

Pick up

Q　
開
業
直
前
の
こ
の
時
期
に
長
期
契
約
と
な
っ
た
詳
細
な
理
由
は
。
ま
た
課
題
や

懸
案
事
項
な
ど
は
。

A　
よ
り
良
い
調
達
方
法
や
使
い
や
す
さ
、
投
資
効
率
な
ど
、
現
場
の
意
見
を
検

討
部
会
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ど
で
十
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に
聞
き
取
り
、
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つ
業
者
へ
の
調
査
お
よ
び
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
長
期
契
約
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

被
服
は
相
当
数
と
な
り
ま
す
が
、
I
Ｃ
タ
グ
を
用
い
た
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

ほ
つ
れ
や
破
れ
な
ど
傷
み
の
早
期
発
見
が
可
能
と
な
り
、
常
に
補
修
や
交
換
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
サ
イ
ズ
の
随
時
変
更
を
含
め
、
ト
ー
タ
ル
管
理
が
で
き
る
安
全
安

心
な
方
法
だ
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
大
き
な
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
寒
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
衛
生
環
境
保
全
の
た
め
の
栄

養
士
や
給
食
調
理
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
レ
ン
タ
ル
お
よ
び
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
契
約
を
想
定
し
、
令
和
5

年
度
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
さ
ら
な
る
検
討
に
よ
り
、
長
期
契
約
と
す
る
こ
と
で
よ
り

安
価
に
契
約
遂
行
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
令
和
5
年
8
月
か

ら
令
和
8
年
7
月
ま
で
の
3
年
間
の
長
期
契
約
締
結
に
伴
い
、
委
託
料

を
減
額
し
、
債※

務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

●　
7
月
・
９
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

7
月
会
議　
　

会
議
期
間  

7
月
28
日

９
月
会
議　
　

会
議
期
間  
９
月
27
日
か
ら
10
月
26
日

７月・９月会議　議案審査
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教
育
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た

が
ん
集
団
検
診
委
託
お
よ
び

ウ
ィ
ッ
グ
購
入
助
成
制
度
に

関
す
る
予
算
を
追
加
し
ま
す

　
社
会
保
険
加
入
者
へ
の
検
診
勧
奨
通
知
に
よ
る
が
ん
集
団
検
診
受
診

者
の
増
加
お
よ
び
、
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
症
状
の
悩
み
に
対
処
す
る

目
的
で
購
入
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
助
成
制
度
の
申
請
実
績
に
よ
り
、

予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
次
の
委
員
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

Pickup 3

Q　
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

A　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
社

会
保
険
加
入
者
へ
も
受
診
券
を
送
付
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
検
診
定
数
に
達
す
る
な

ど
受
診
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
算
を
追
加
し
ま
す
。

　
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
助
成
は
上
限
３
万
円
と
し
て
年
間
15
件
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
申
請
実
績
を
考
慮
し
て
10
件
分
を
増
額
し
ま
す
。

Q　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

受
診
し
や
す
く
す
る
た
め
の

配
慮
は
。

A　
子
宮
が
ん
検
診
お
よ
び

乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
女
性

医
師
の
配
置
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
よ
る
キ
ッ
ズ
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Pickup 2
〈
議
案
第
42
号
〉

〈
議
案
第
47
～
50
号
〉

●　
教
育
委
員
会
委
員（

任
期　
令
和
５
年
10
月
17
日
か
ら
令
和
９
年
10
月
16
日
ま
で
）

　
　

山や
ま

　
本も

と
　
博ひ

ろ
　
司し
　
氏

●　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
任
期　
令
和
５
年
９
月
28
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
27
日
ま
で
）

　
　

池い
け

　
田だ

　
忠た

だ
　
雄お
　
氏

　
　
木き

　
内う

ち
　
和か

ず
　
美み
　
氏

　
　

谷や

　
澤ざ

わ
　
眞ま

さ
　
樹き
　
氏

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

４月・６月会議　議案審査
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（単位：円）

Pickup 5
公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
民
連
携
手
法
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
）
に
よ
り
公
共
施
設
を
整
備
等
す
る
際
の
事
業
者
選
定
の

議
論
、
結
論
、
方
向
性
を
示
す
附
属
機
関
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
選
定
委
員
会
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
す

Pickup 4
〈
議
案
第
51
号
〉

〈
議
案
第
57
号
〉

　
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し
て
、
令
和
６
年
４
月
分
か

ら
公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

Q　
改
定
に
当
た
り
、
町
と
し
て
の

経
費
削
減
の
取
り
組
み
は
。

A　
県
内
連
絡
協
議
会
で
の
情
報
共

有
、
安
価
で
質
の
高
い
最
新
技
術
や

官
民
一
体
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
の

導
入
検
討
な
ど
に
よ
り
、
経
費
削
減

に
努
め
ま
す
。

Q　
住
民
理
解
を
得
る
こ
と
に
つ
い

て
、
町
の
見
解
は
。

A　
下
水
道
運
営
事
業
の
成
り
立
ち

や
仕
組
み
、
経
費
削
減
策
、
他
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
町

広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
行
う
こ
と

で
、
理
解
を
求
め
ま
す
。

Q　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
か
な
い
方
式
、
例
え
ば

Ｄ※

B
方
式
で
の
事
業
者
選
定
に
お
い
て
も
、
こ

の
条
例
が
該
当
す
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
者
選

定
に
お
け
る
評
価
・
審
査
に
お
け
る
懸
念
事
項

へ
の
対
応
は
。

A　
該
当
し
ま
す
。
委
員
会
は
関
係
書
類
審
査

の
段
階
か
ら
開
催
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

懸
念
事
項
は
解
消
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
透
明
性
や
競
争
性
、
公
平
性
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

A　
町
Ｈ
Ｐ
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
り
公
募

を
周
知
す
る
こ
と
で
、
機
会
の
公
平
性
を
確
保

し
ま
す
。
ま
た
企
業
利
益
を
守
る
観
点
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
審
査
過
程
に
お
い
て

公
開
で
き
る
も
の
は
公
開
を
行
い
、
透
明
性
を

確
保
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

区分 排水量 現行 改定後 増加額

基本料金 8㎥以下の分 747 919 172

従量料金 
（1㎥につき）

8㎥を超え20㎥以下の分 96 118 22

20㎥を超え50㎥以下の分 114 140 26

50㎥を超え100㎥以下の分 150 185 35

100㎥を超え200㎥以下の分 169 208 39

200㎥を超え300㎥以下の分 186 229 43

300㎥を超え500㎥以下の分 199 245 46

500㎥を超える分 216 266 50

※
Ｄ
Ｂ
方
式
＝
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
。
設
計
・
施
工
を
一
括
し
て
発
注
す
る
方
式
の
こ
と
。

７月・９月会議　議案審査



10さむかわ議会だより　208号

本会議・委員会の記録
本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議
の記録

各委員会
の記録

議案・
陳情等の
資料

可決された
意見書・
決議

令和５年第1回定例会　９月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 フォーラム 
寒川

日本
共産党 公明党

議
決
結
果

横
手
　
　
旭

岸
本
　
　
優

吉
田
　
悟
朗

天
利
　
　
薫

新
村
　
賢
志

山
上
　
秀
樹

佐
藤
　
一
夫

茂
内
　
久
代

栁
田
　
　
遊

柳
下
　
雅
子

青
木
　
　
博

山
田
　
政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢
　
善
行

関
口
　
光
男

小
泉 

秀
輔

橋
本
　
修
一

9月

42 令和５年度寒川町一般会計補正予算(第４号) 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 令和５年度寒川町国民健康保険事業特別会
計補正予算(第１号) 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 令和５年度寒川町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算(第１号) 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 令和５年度寒川町介護保険事業特別会計補
正予算(第１号) 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 令和５年度寒川町下水道事業特別会計補正
予算(第２号) 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 教育委員会委員の任命 同意 賛成：17票　　反対：0票

48 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 寒川町PFI等選定委員会条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

52 寒川町公共施設再編整備基金条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 寒川町森林環境整備基金条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 寒川町土地開発基金条例等の廃止 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 寒川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 寒川町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 寒川町公共下水道使用料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

58 令和４年度寒川町一般会計歳入歳出決算の
認定 認定 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

59 令和４年度寒川町国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

60 令和４年度寒川町後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

61 令和４年度寒川町介護保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

62 令和４年度寒川町下水道事業特別会計決算
の認定 認定 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

陳情 
第11号

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求め
る陳情 採択 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

○：賛成　●：反対　（天利議長は、表決に加わりません。小泉議員、橋本議員は会派に属さない議員です。）
※陳情第11号は可否同数のため、議長の裁決により採択されました。

令和５年第1回定例会　７月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 フォーラム 
寒川

日本
共産党 公明党

議
決
結
果

横
手
　
　
旭

杉
﨑
　
隆
之

岸
本
　
　
優

吉
田
　
悟
朗

天
利
　
　
薫

山
上
　
秀
樹

佐
藤
　
一
夫

茂
内
　
久
代

栁
田
　
　
遊

柳
下
　
雅
子

青
木
　
　
博

山
田
　
政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢
　
善
行

関
口
　
光
男

小
泉
　
秀
輔

橋
本
　
修
一

７月 41 令和５年度寒川町一般会計補正予算(第3号) 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　　　　　　　　　　　　（天利議長は、表決に加わりません。小泉議員、橋本議員は会派に属さない議員です。）

７月・９月会議　議案審査一般質問 議員 9人が町政を問う
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 横手  旭 議員

関
係
人
口
を
増
加
さ
せ

「
稼
ぐ
」
自
治
体
に
な
る
べ
き

な
意
味
で
は
、
自
治
体
を
経
営
す
る
と
い

う
視
点
か
ら
捉
え
ま
す
と
、
稼
ぐ
自
治
体

と
い
う
視
点
は
、
よ
り
明
確
に
打
ち
出
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
し
ま
す
。

Q　
東
海
道
新
幹
線
新
駅
誘
致
の
活
動
に

お
い
て
、
ロ
ビ
ー
活
動
は
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
考
え
る
が
、
町
長
は
ロ
ビ
ー
活
動

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

A　
ご
質
問
に
あ
る
ロ
ビ
ー
活
動
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
神
奈

川
県
東
海
道
新
幹
線
新
駅
設
置
促
進
期
成

同
盟
会
の
一
員
で
も
あ
る
神
奈
川
県
な
ら

び
に
寒
川
町
を
含
む
10
市
町
と
共
に
、
毎

年
Ｊ
Ｒ
東
海
品
川
本
社
に
て
要
望
活
動
を

し
て
お
り
、
ま
た
、
技
術
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
お
話
に
あ
っ
た
ロ
ビ
ー
活
動
に

つ
い
て
は
、
県
と
も
う
少
し
範
囲
を
狭
め

た
部
分
で
の
動
き
・
行
動
が
こ
れ
か
ら
は

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
要
望
に
つ
い

て
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
自
治
体
や
県
な

ど
関
係
者
の
方
と
行
動
を
共
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
関
係
人
口
の
増
加
が
今
後
自
治
体
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
特
に
寒
川
町
に
お
い

て
は
①
に
ぎ
わ
い
交
流
創
出
ゾ
ー
ン
、
②

ロ
ケ
地
誘
致
、
③
ふ
る
さ
と
納
税
、
こ
の

３
つ
に
力
点
を
置
き
、「
稼
ぐ
自
治
体
」
に

な
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

A　
町
内
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
映
画
、

ド
ラ
マ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
撮
影
に

使
っ
て
い
ま
す
が
、
体
験
型
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
な
ど
を
き
っ
か
け
に
寒
川

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係
人
口
を

増
や
し
て
い
く
中
で
に
ぎ
わ
い
の
創
造
、

あ
る
い
は
地
域
の
価
値
の
創
造
を
高
め
つ

つ
、
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う

ロ
ビ
ー
活
動
の
重
要
性

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る

大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、

町
議
会
議
員
が
町
に
対
し
て

質
問
を
行
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

9
人
の
議
員
が

一　

般　

質　

問

一般質問で使用した議員作成資料より

一般質問 議員 9人が町政を問う
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す
く
伝
え
る
こ
と
、
簡
単
に
必
要
な
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
自
治
体

の
例
な
ど
を
含
め
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

Q　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
緊

急
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

A　
必
要
な
情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
や

保
険
証
の
写
し
を
保
管
す
る
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
配
布
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
現
行
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
追
加
す

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

A　
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
性
的

少
数
者
の
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
な
い
、
あ
る
い
は

利
用
し
な
い
方
々
の
生
き
づ
ら
さ
や
困
難

の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
一
人
一
人
の
個
性
や
多
様
な
価
値

観
、
生
き
方
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
に

近
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
今
後
、
調
査
研
究
し
ま
す
。

多
様
性
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

栁田  遊 議員

小泉 秀輔 議員

次
世
代
の
子
ど
も
達
に
ツ
ケ
を

残
さ
な
い
都
市
計
画
を
問
う

高
齢
者
の
地
域
参
画
の
た
め
に

よ
り
確
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

た
都
市
計
画
制
度
を
活
用
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

開
発
の
独
自
ル
ー
ル
を
定
め
る
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
つ
い
て
、
現
在
町
で
は
開
発

に
関
し
て
は
町
開
発
指
導
要
綱
に
て
指
導

し
て
お
り
、
建
築
行
為
に
つ
い
て
は
、
建
築

物
の
高
さ
制
限
や
地
区
計
画
な
ど
の
制
度

も
活
用
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
体
制
、
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
、
制

度
の
在
り
方
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
要
綱
で
は
対
応

で
き
な
い
部
分
を
補
完
す
る
条
例
の
制
定

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
人
口
集
中
地
区
面
積
の
推
移
か
ら
、

都
市
の
ス※

プ
ロ
ー
ル
現
象
が
町
内
で
見
ら

れ
る
。
人
口
減
少
期
に
入
れ
ば
、
空
き

家
・
空
き
地
な
ど
の
未
利
用
地
が
増
加

し
、
都
市
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
る
リ
バ
ー

ス
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
が
懸
念
さ
れ
る
。
現

在
か
ら
将
来
に
か
け
て
予
想
さ
れ
る
課
題

に
対
し
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
や
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
な
ど
、
中
長
期

的
な
都
市
計
画
に
基
づ
い
て
政
策
立
案

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
次
の
世
代
に
よ
り
良
い
町
を
残
す
た
め
、

町
の
考
え
を
問
う
。

A　
町
の
方
針
は
国
が
推
奨
す
る
多
極
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概

念
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考

え
、
栁
田
議
員
が
言
う
ミ
ニ
開
発
に
伴
う

ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
、
更
新
に
か
か
る

将
来
負
担
の
増
加
な
ど
の
課
題
に
対
し
て

は
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

都
市
計
画
の
制
度
や
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

必
要
性
な
ど
、
町
の
地
域
特
性
に
適
合
し

Q　
町
長
か
ら
選
挙
時
に
70
歳
以
上
の
免

許
返
納
者
に
向
け
公
共
交
通
利
用
の
助
成

が
示
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

A　
財
政
面
や
制
度
設
計
は
こ
れ
か
ら
の

調
整
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無

料
パ
ス
ポ
ー
ト
や
70
歳
以
上
の
免
許
返
納

者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
対
効
果
を

調
査
研
究
の
上
、
検
討
し
ま
す
。

Q　
高
齢
者
の
地
域
参
画
に
繋
が
る
情
報

の
一
元
化
は
。

A　
高
齢
者
の
地
域
参
画
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
情
報
を
わ
か
り
や

※
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
＝
都
市
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
市
街
地
が
無
秩
序
、
無
計
画
に
広
が
っ
て

　
い
く
こ
と
。

コミュニティバス「もくせい号」
南ルートおよび倉見大村ルート運行車両

立地適正化計画の意義と役割
～コンパクトシティ・プラス・
ネットワークの推進～
（国土交通省より）
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青木  博 議員

岸本  優 議員

移
動
支
援
・
交
通
対
策
で

高
齢
者
対
策
に
取
り
組
め

参
加
体
験
型
の
防
災
訓
練
に
よ
り

防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
よ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
綾
瀬
市
で
は
65
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
割
引
が
あ
り
、

ま
た
、
65
歳
以
上
の
免
許
返
納
者
に
有
効

期
限
付
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料

券
50
枚
つ
づ
り
が
１
回
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

二
宮
町
で
は
誰
で
も
購
入
で
き
る
割
引

手
形
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q　
高
齢
者
の
免
許
返
納
者
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
券
助
成
に
つ
い
て
、
県
内
で
実
施

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

A　
鎌
倉
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q　
町
長
は
、
町
長
選
挙
の
選
挙
公
報
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
、

70
歳
以
上
の
免
許
返
納
者
へ
の
タ
ク
シ
ー

券
助
成
を
挙
げ
て
い
た
。
実
現
に
向
け
て

の
決
意
を
問
う
。

A　
高
齢
社
会
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

中
で
、
移
動
手
段
の
確
保
は
非
常
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
多
く
の
方
か
ら
お

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
支
援
が
有
効
な
の
か
、
町

の
実
情
に
合
っ
た
移
動
支
援
、
交
通
対
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

け
、
工
夫
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
へ
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て

参
加
や
体
験
を
伴
う
防
災
イ
ベ
ン
ト
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
や
開
催
予
定
は
。

A　
講
演
や
訓
練
を
見
学
す
る
だ
け
で
な

く
、
参
加
や
体
験
を
伴
っ
た
取
り
組
み
と

し
て
、
令
和
６
年
度
に
さ
む
か
わ
安
全
・

安
心
フ
ェ
ア
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、

交
通
安
全
の
啓
発
活
動
や
消
防
団
の
操
法

な
ど
の
催
し
と
併
せ
て
開
催
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
に
町
民
の
安
全
・
安
心

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
実
施
し

ま
す
。

Q　
令
和
３
年
の
一
般
質
問
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
南
ル
ー
ト
の
利
便
性
向
上
は

他
手
段
含
め
検
討
す
る
」
と
回
答
を
し
て

い
た
。
そ
の
後
の
進
展
を
問
う
。

A　
町
民
を
対
象
に
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在

策
定
を
進
め
て
い
る
町
地
域
公
共
交
通
計

画
に
て
、
南
ル
ー
ト
の
利
便
性
向
上
も
踏

ま
え
た
地
域
公
共
交
通
の
方
向
性
を
示
す

べ
く
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
パ
ス
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
、
県
内
で
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
る
の
か
。

A　
完
全
に
無
料
で
行
っ
て
い
る
事
例
は

Q　
町
民
の
防※

災
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
向

け
た
、
町
の
取
り
組
み
は
。

A　
自
主
防
災
組
織
や
各
種
団
体
か
ら
の

要
望
に
応
じ
、
防
災
に
関
す
る
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
防
災
講
演
会
に
お
い
て
は
、
気
象
や

地
震
の
専
門
家
や
震
災
経
験
者
、
防
災

士
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
専
門
家
を
講
師

に
迎
え
、
正
し
い
知
識
を
学
べ
る
機
会
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q　
町
立
小
・
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

A　
各
種
ポ
ス
タ
ー
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
校
内
の
廊
下
等
へ
掲
示
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q　
町
立
小
・
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う

な
防
災
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
火
災
や
地
震
等
に
お
け
る
避
難
訓
練

を
定
期
的
に
行
い
、
防
災
に
対
す
る
意
識

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
小
・
中
学

校
の
各
教
科
に
お
い
て
、
防
災
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
学
ぶ
題
材
を
設

※
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
＝
災
害
を
理
解
し
、
備
え
、
行
動
し
、
危
険
を
回
避
す
る
力
の
こ
と
。

2023年6月4日に開催された
消防操法大会の様子

コミュニティバス乗降の様子

一般質問 議員 9人が町政を問う
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職
員
の
業
務
改
善
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
。

A　
書
か
な
い
窓
口
の
取
り
組
み
は
、
窓

口
対
応
職
員
の
業
務
改
善
の
観
点
で
効
果

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
導
入
に

は
申
請
書
様
式
の
統
一
、
庁
舎
に
お
け
る

窓
口
配
置
の
変
更
等
の
調
整
が
必
要
で

す
。
加
え
て
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
、
国

が
定
め
る
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
対
応
が
難
し
い

状
況
で
す
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
新
た
な
機
械
の
導
入
に

よ
り
町
民
の
窓
口
で
の
負
担
軽
減
を
図
る

な
ど
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

町
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
問
う

書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
よ
り 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

医
療
機
関
等
と
の
調
整
を
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
ご
意
見
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
産
後
ケ
ア
を
ご
利
用
後
に
、
電

話
等
で
利
用
し
て
み
て
の
感
想
な
ど
を
聞

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　
産
後
ケ
ア
の
周
知
方
法
は
。

A　
町
Ｈ
Ｐ
や
さ
む
か
わ
子
育
て
ガ
イ
ド

に
掲
載
し
、
妊
娠
届
出
時
の
面
談
後
に
お

渡
し
す
る
子
育
て
プ
ラ
ン
に
も
記
載
し
て

い
ま
す
。
産
後
の
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
の

際
に
改
め
て
紹
介
し
、
面
談
の
内
容
か
ら

育
児
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
の
が
難
し
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
方
に
は
、
電
話
等
に
よ
り

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

Q　
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
、
町
で
の
導
入
予
定
は
。

A　
町
で
は
県
が
取
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
電
子
母
子
手
帳
母
子
モ
ア
プ
リ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
か
ら
父
親
・
母
親
教
室
、
離
乳
食
講
習

会
、
子
育
て
広
場
な
ど
電
子
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q　
町
の
合※

計
特
殊
出
生
率
は
。

A　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の
数
値
を

用
い
た
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
の
町

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
31
で
、
県
内

で
は
高
い
方
か
ら
５
番
目
で
す
。

Q　
出
生
数
・
出
生
率
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
今
後
実
施
す
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

A　
今
後
も
今
あ
る
取
り
組
み
の
見
直
し

や
行
う
べ
き
事
業
の
検
討
を
行
い
な
が

ら
、
町
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

Q　
産
後
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
町

民
の
声
を
集
め
る
環
境
は
あ
る
の
か
。

A　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
利

用
者
と
産
後
ケ
ア
を
提
供
す
る
助
産
院
や

Q　
役
所
の
手
続
き
を
取
り
巻
く
課
題
と

し
て
、
た
く
さ
ん
の
申
請
書
を
書
か
さ
れ

る
、
窓
口
を
回
ら
さ
れ
る
、
時
間
も
か
か

る
な
ど
が
あ
る
が
、
北
海
道
北
見
市
の

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

A　
北
見
市
の
「
書
か
な
い
窓
口
」
は
、

手
続
き
や
待
ち
時
間
の
短
縮
、
窓
口
移
動

回
数
の
減
少
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
書
く

必
要
が
な
く
な
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
の
利

便
性
が
役
所
で
の
手
続
き
の
煩
わ
し
さ
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
手
続
き
の
誤
り
を

回
避
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
し
て
必
須
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

Q　
窓
口
に
来
た
住
民
が
ど
の
よ
う
に
感

じ
る
か
職
員
が
実
際
に
体
感
す
る
の
は
ど

う
か
。

A　
利
用
者
の
目
線
で
窓
口
の
状
況
を
把

握
し
、
課
題
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
の
で
、
窓
口
体
験
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Q　
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
で
窓
口

新村 賢志 議員

茂内 久代 議員

※
合
計
特
殊
出
生
率
＝
出
産
可
能
年
齢
で
あ
る
15
歳
か
ら
49
歳
の
女
性
の
年
齢
ご
と
の
出
生
率

　
を
足
し
合
わ
せ
、１
人
の
女
性
が
何
人
の
子
ど
も
を
産
む
か
を
推
計
し
た
も
の
。

町の記載台の様子
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町
職
員
の
働
き
方
と

健
康
管
理
に
つ
い
て

４
期
目
の
町
長
の

行
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
問
う

並
行
し
て
、
職
員
育
成
プ
ラ
ン
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

Q　
自
治
の
基
本
で
あ
る
審
議
会
等
へ
の

公
募
委
員
の
欠
員
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

A　
町
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の

周
知
の
ほ
か
、
今
後
は
公
募
委
員
を
務
め

た
こ
と
が
な
い
町
民
の
方
々
に
直
接
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
新
た
な
企
画
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Q　

４
期
目
の
取
り
組
み
で
、
こ
れ
だ
け

は
や
り
遂
げ
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
。

A　

寒
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
み

の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
町
民
共
通
の

取
り
組
み
と
の
認
識
を
共
有
し
、「
つ
な
が

る
力
」
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

Q　
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
向
け
た

充
電
器
設
置
に
対
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A　
充
電
器
の
設
置
に
は
い
く
つ
か
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
施
設
所
管
課
と
連
携

し
、
新
た
な
充
電
器
を
設
置
す
る
方
向

で
、
よ
り
適
切
な
手
法
を
選
択
し
ま
す
。

Q　
町
職
員
の
労
働
時
間
（
労
働
時
間
の

管
理
）
の
把
握
と
そ
の
活
用
法
は
。

A　
令
和
４
年
度
か
ら
庶
務
事
務
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
労
働
時
間
全
体
の
一
体
的

な
把
握
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各

課
に
お
け
る
集
計
業
務
も
効
率
化
さ
れ
、

事
務
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Q　
町
職
員
の
長
時
間
労
働
の
抑
制
と
健

康
管
理
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
。

A　
日
々
の
上
限
時
間
を
定
め
、
業
務
を

平
準
化
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
下
、
過
重
労
働
実
施
要
綱

に
基
づ
き
労
働
時
間
の
管
理
、
運
用
を
進

め
て
い
ま
す
。
職
員
を
過
重
労
働
か
ら
守

る
視
点
を
持
っ
て
、
引
き
続
き
適
切
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
努
め
ま
す
。

Q　

４
期
目
は
よ
り
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
政
策
の
柱
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
施
策

の
実
効
性
を
図
り
成
果
を
出
す
の
か
。

A　
計
画
的
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、
第
２
次
実
施
計
画
の
事
務
事
業

と
し
て
搭
載
し
、
財
源
を
担
保
し
つ
つ
Ｋ※

Ｐ
Ｉ
の
達
成
度
を
は
か
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
で
施
策
の
実
効
性
や

成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
国
土
強
靭

化
計
画
の
進
捗
管
理
状
況
は
。

A　
本
計
画
で
は
、
事
前
に
備
え
る
８
つ

の
目
標
と
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
21
の

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し
、
各
部
の
推

進
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
推
進
方
針
に

は
関
連
す
る
町
の
個
別
計
画
が
ひ
も
づ
け

ら
れ
、
そ
の
中
で
推
進
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
実
施
事
業
一
覧
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
全
体
の
把
握
を
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

Q　
施
策
遂
行
に
職
員
力
の
向
上
は
必
須

で
あ
る
。
職
員
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
取

り
組
み
は
。

A　
人
事
評
価
制
度
の
運
用
見
直
し
等
と

Q　
第
２
次
寒
川
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
行
政
編
）
は
、
町
が
具
体
的
に

計
画
を
進
め
る
た
め
に
策
定
し
た
の
か
。

A　
事
務
事
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
目
標
を
定
め
た
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
で
使
用
す
る
電
力
の
脱
炭
素
化
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q　
公
用
車
の
電
気
自
動
車
導
入
な
ど
に

関
す
る
目
標
値
を
明
確
に
し
な
い
と
取
り

組
み
が
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
資
す

る
具
体
的
な
目
標
値
の
設
定
な
ど
、
他
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
研
究
を
進
め
ま

す
。

柳下 雅子 議員

佐藤 一夫 議員

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝
重
要
業
績
評
価
指
標
。

町の急速充電器（現在は利用停止中）

一般質問 議員 9人が町政を問う
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特 

集 常任委員会　行政視察に密着！

函館市

北見市

総務常任委員会

　町議会の委員会などでは、先進的な施策や取り組みを行っている全国の自治体
への行政視察を実施しており、視察により得た知識や経験を基に政策立案を進
め、町への政策提言につなげる取り組みを行っています。
　今号では、７月に実施された各常任委員会の行政視察について報告します。

Check！

Check！

　北海道北見市は「書かな
いワンストップ窓口」事業
から申請手続きの時間の短
縮、窓口を回る回数の軽減
などにより住民サービスの
向上を図り、受付を集約し
たことで窓口と庁内全体の
業務時間を減らし、職員の
業務改善につなげました。
何が住民のためになるのか
を追求した形で実現した北
見市の取り組みを見せてい
ただき、とても有益な視察
となりました。

　北海道函館市の「地域交流まちづくりセンター」は、市
民交流や市民活動支援、地域の情報発信を通じてまちづく
りの拠点となっています。「できないこともできるよう
に」と常に市民目線で地域のコミュニティを大切に、まち
づくりのサポートをしていました。住民が願う地域での取
り組みにおいて、協力体制が整っている
素晴らしいセンターでした。

何よりも、住民にとっ
てどのような行政体制
がいいのか。
住民の声をとても大切
にすることが、まちづ
くりに必要だと改めて
感じた視察でした。

先進地視察に行くと、いつ
も担当者の方の業務改善に
対する情熱を感じます。
この熱量を寒川町にも届け
ていきたいと思います。茂内副委員長

黒沢委員長

視察日程 委員会名 視察先 視察内容

7月12日～ 
　　14日

総務常任委員会
北海道北見市 書かない窓口について

北海道函館市 函館の地域交流について

7月25日～ 
　　27日

文教福祉常任委員会
京都府舞鶴市 子育て交流施設「あそびあむ」運営事業について

岡山県赤磐市 部活の地域移行について

7月３日～ 
　　５日

建設経済常任委員会
静岡県浜松市 スタートアップ支援事業について

岐阜県岐阜市 シビックプライド事業について
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赤磐市
舞鶴市

浜松市

岐阜市

文教福祉常任委員会

建設経済常任委員会

Check！

Check！

Check！

Check！

　令和４年度に「子どもの豊かな育みを支える環境づくり
推進本部」を設置。妊婦の時期から支援を切れ目なく実施
しており、訪問事業では民生委員との協力体制が構築され
ています。子育て支援拠点
「子育て交流施設あそびあ
む」は広大な敷地の中、親子
で豊かな遊びを通して学び・
育ち・交流のできる施設でし
た。子育て施策を深める大変
有益な視察でした。

　浜松市は世界屈指のものづくりの企業
の集積地です。近年の少子高齢化による
人口構造の変容やコロナ禍による生活様
式の転換など、ものづくり産業に及ぼす
影響に対応するためには、新たな価値創
造によるイノベーションが求められ、そ
れに対応するための創業支援、特にスタ
ートアップ支援を先進的に推進している
ことから、視察しました。

　岐阜市のシビックプライドプレイスは
複合文化施設内にある施設で、同じ敷地
内には岐阜市役所があり、岐阜市のラン
ドマーク的な場所でもあります。図書館
や市民活動交流センターなどのさまざま
な施設から情報が得られ、市民がこのま
ちで楽しく幸せに生きていくために必要
な情報を発見し、発信し続けることを目
的としています。

　スポーツがとて
も盛んな地域であ
り、磐

いわ
梨
なし

中学校は
令和４年度にスポ
ーツ庁の委託事業

として国のモデル校に指定されています。磐梨
Dream Townプロジェクトを通して地域連携部
活動を進め、磐梨中学校の教育力向上と地域の
活性化を図っています。寒川町が目指す部活動
のあるべき姿に向けて、一つの成功事例として
大変参考になりました。

寒川町の子育て中の皆さんに
対するサポートを充実してい
くため、舞鶴市の施策は大い
に参考になりました。

浜松市では創業
支援の取り組み
が参考となり、
町として実現可
能な支援があれ
ば提言します。

シビックプライド
を醸成する、魅力
あるひと・モノ・
場所の情報を、市
民自ら観光コンテ
ンツとして発信す
る新たなカタチに
感心。

地域の子どもを育てること
や、スポーツや文化に親しむ
環境を確保するために、地域
の特性を最大限に活用した取
り組みが大切です。

佐藤委員長 橋本副委員長

山上副委員長

横手委員長

議会 TOPICS
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　建設経済常任委員会では、町内における道路事業および河川事業関係の要請を行うため、
7月28日（金）に県藤沢土木事務所に要請訪問しました。要請内容は次のとおりです。

　文教福祉常任委員会では、令和5年9月から始まる町立小・中学校完全給食を前に、8
月2日（水）に寒川学校給食センターを現地踏査しました。

　総務常任委員会では、8月8日（火）に茅ヶ崎市消防署、茅ヶ崎市消防本部指令情報課、
茅ヶ崎市消防署小和田出張所を現地踏査しました。

県藤沢土木事務所に要請訪問しました

寒川学校給食センターを視察しました

茅ヶ崎市消防署等を視察しました

①県道410号湘南台大神の整備促進について
②都市計画道路中海岸寒川線（寒川NTT以東）

の整備促進について
③小出川の河川改修について
④目久尻川の雨水対策について
⑤さがみグリーンライン整備について
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　寒川町議会では、当町の各事業について、他議会からの視察受け入れを行っています。
令和５年４月から10月末時点で５団体の議会が当町を視察されました。

　8月27日（日）執行の町議会議員補欠選挙において新村賢志氏が当選しました。また、
8月31日（木）に8月会議を再開し、所属委員会が決まりましたので、お知らせします。

　町議会では、10月30日（月）に「誰も自殺に追い込まれることのない町」を目指し、
また、いざという時に救える命を救うため、ゲートキーパー養成研修および普通救命
講習を受講しました。

行政視察の受け入れ

新議員の紹介

研修会を開催しました

　皆さまからのご声援をいただき、当選した事を心より感謝申し上
げます。私は健康と子育てがしやすい町を目指して、皆さまの声を
しっかりと聞き、町の未来のために取り組みます。どうぞよろしく
お願いします。

所属委員会：文教福祉常任委員会、建設経済常任委員会、
 寒川北インタ ーチェンジ周辺対策特別委員会

自治体名 視察日 内　　容

宮城県利府町議会 4月26日 ・インターネットを活用した情報発信について 
・移住・定住促進への取り組みについて

香川県綾川町議会 7月  7日 ・災害時の自治体としての備えについて
・eマーケティングリサーチ制度について

長野県宮田村議会 8月  3日
・常任委員会における議員間討議の体制整備について 
・一般質問において議場モニター活用による資料掲示を実施
　可能とする体制整備について

福岡県芦屋町議会 8月21日 ・議会活性化の取り組みについて
北海道新得町議会 10月31日 ・議会改革の取り組みについて

議会 TOPICS
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№
208 議会を傍聴しませんか

　傍聴は、当日受付していただければどなたで
もできます。
　寒川町議会のホームページでも、会議の日程
や議会の傍聴案内、請願や陳情の手続き、議員
名簿等が閲覧できます。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い
合わせください。
●議会事務局 総務担当　TEL 0467-74-1111

　  （内）341・342 

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（議案質疑等）

本会議
（議案上程等） 総務常任

委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会
寒川北インター

チェンジ周辺対策
特別委員会

本会議
（委員長報告等）

建設経済
常任委員会

12月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）

※12月7日（木）寒川北インターチェンジ周辺対策特別委
　員会は午後1時15分開会

※12月15日（金）本会議は午前10時開会

インターネット
中継はこちらから

広告 インターネットラジオ やってます

　寒川町議会では、町民の皆さまに議会をも
っ と 身 近 に 感 じ て い た だ け る よ う に 、
「Radio Sam Sweet（NPO法人湘南さむか
わラジオ）」で「議会通信～さむかわの未来
～」を配信しています。二次元コードからア
クセスできます。ぜひお聞きください。

●日　時 毎月第４日曜日
  午前１１時３０分～正午
●ＵＲＬ http://sam-sweet.com

▲Radio Sam Sweet　ホームページ


